
 当方、日常は、日本の「歴史文化、信仰思想」を、研究発表、執筆受託しております。 
その活動を通じ、奈良時代を起源とし、京都の山々に継承されてきた「観音信仰」に気付きました。 

そして、それら歴史的山岳寺院が近年の豪雨被災されたことも知りました。  それら経緯から 
２０１２年の愛宕「月輪寺」様、２０１３年の山科の「法嚴寺」様と、ご縁となり、パンフレット作成奉仕と 
京都見識者、京都市長などへの発信、ご支援呼びかけに取り組んでおります。 「復興 ♡ 京都遺産」 
 
 今回、「牛尾山法嚴寺」（通称牛尾観音）のことを、お伝え申し上げます。  
「清水寺」創建と関係し、奥院としての歴史を持つことが、ともに支援する研究者によって判明しました。 
当方から上田正昭先生にお知らせし公認いただき、現在周知拡大中です。 
添付資料で、歴史、被災・復旧状況など参考いただければ幸いです。 
 
 

「牛尾山 法厳寺」  本山修験宗 
      〒607-8069 京都市山科区音羽南谷１   
      寺務所 ０７５－５９３－８００３ 
      住職 田中祥祐 
      宝亀９年（７７８年）光仁天皇勅願 延鎮上人創建  
 
添付資料 
① 当方作成のパンフレット案  当寺歴史紹介の参考 
② 被災状況 
③ 清水寺奥院 としての 本尊由緒  関係文書 
④ 仏像群の写真 

 ホームページ http://nakamuranina.jimdo.com/    
（ スマートフォンにも対応 ） 
  〒590-0413 大阪府泉南郡熊取町桜ヶ丘1-19-5   
    TEL : 090-6056-3295  
  E-mail : kyotodotcom@emobile.ne.jp 

                              
                                                                       

            

                                  

 

         
  

          

http://nakamuranina.jimdo.com/


 パンフレット 表 



 パンフレット 裏 



    
 台風第18号、9月13日 ～16日、我が国初の「特別警報」が発令され、京都でも 
福知山市、京都市嵐山、羽束師など甚大な被害となり、報道で周知された。 
 しかし、ここ山科東部、音羽川上流に位置する 「牛尾山 法厳寺」も、寺院周辺・ 
川沿参道とも被害。  境内下の山腹崩落や土砂崩れで、危険な状態です。 
 
 奈良時代に創建され、清水寺の奥院としての歴史があります。 
今回の甚大な被災を受け、将来への京都遺産継承のため、本堂・参道・山門など 
復興が必要です。 
 音羽川沿道・参道は、京都府支援で２０１５年４月までに、応急的に復旧予定。 
金堂修繕 や 山門再興、裏斜面の補強などが今後、必要です。  

境内下の山腹崩落 





「清水寺文書」 における法厳寺記述 （下線部分） 
 

「像則与清水寺同作共材矣」と清水寺と法厳寺の仏像が同じ材木で作られたことが、 
また「清水寺与当山同時而興起焉」と、清水寺と法厳寺が同じ時期に「興起」したことが書かれています。 



本堂 本尊    十一面千手観世音菩薩   脇侍 不動明王 毘沙門天 
              延鎮上人  行叡居士 弘法大師空海 坐像 

      延鎮上人           行叡居士  

毘沙門天        十一面千手観世音菩薩          不動明王      

 弘法大師 
    空海  

 懸仏 



護摩堂 三尊  

十一面千手観世音菩薩   不動明王（厄除け不動明王）    愛染明王                 

神変大菩薩                

蔵王権現                  


